
区分 経費(円)

計（円）
（A）×（B）

0

計（円）

0

使用機器名
使用時間

（B）
計（円）

0

0

0

ア　設備利用相当額＝備品減価償却費（C）×諸経費率（1.2）

＝ 0 円

イ　設備利用相当額＝備品減価償却費（C）＋ガラス器具、材料及び試薬等（d）

＝ 0 円

ガラス器具、材
料及び試薬等

購入価格
（a）

使用量
（b）

内容量
（c）

計（円）
（a）×（b）÷（c）

0
0

0

○旅費
出張旅費

（A）
回数（B）

計（円）
（A）×（B）

0

0

0

○その他経費

単価
（A）

回数（B）
計（円）

（A）×（B）

0

0

0

技術支援料額 0  千円

□

□

技 術 支 援 料 額 明 細 書

積　算　内　容

職員1人当りの
平均時間単価（円）（A）

支援時間（B）

3,909 0

１
技術料
（人件費相当
額）

0 円

内訳

備品減価償却費（C）

合計（d）

出張先・宿泊

２
光熱水費

0 円

職員1人当りに要する
光熱水費の

平均時間単価（円）（A）
支援時間（B）

266 0

使用単価（A）

うち消費税額 0 円

３
設備利用相当
額
（ア又はイ）

0 円

４
旅費及びその他
経費

0 円

合計

１から４の合計額
※　千円未満切り捨て

広島県、鳥取県、島根県、岡山県、山口県外２倍料金（要綱第６条第２項該当）

特例料金（要綱第７条第１号又は第２号該当）

合計


